演習　Windows 2000ドメイン　Active Directry　のインストール

Active Directryのインストール(スタンドアロンサーバーのDCへの昇格)

コマンド：dcpromo.exe
必須要件：
①　DNSサーバーがActive Directryで使用するName Spaceでの、名前解決を提供していること。
　　①のDNSサーバーが無い場合には、DNSサーバーのインストールが必須。
②　共有システムボリューム(SYSVOL)を格納する為のNTFS5.0が必須。
Domain Controllerの追加(メンバサーバーまたはスタンドアロンサーバーのDCへの昇格)

コマンド：dcpromo.exe
必須要件：
①　DNSサーバーがActive Directryで使用するName Spaceでの、名前解決を提供していること。
②　共有システムボリューム(SYSVOL)を格納する為のNTFS5.0が必須。
Domain Controllerの降格(DCからメンバサーバーまたはスタンドアロンサーバーへの降格)

コマンド：dcpromo.exe
注意：ドメイン内で最後のDCを降格するとドメインの消去となり、メンバクライアント・メンバサーバーはドメインへのログオンが出来なくなります。
DNS動的更新を利用したクライアントからの登録
コマンド：ipconfig /registerdns
nslookupで自分自身のエントリが登録されたことを確認すること。

環境設定
①　「マイコンピュータ」のプロパティ　-　「ネットワークID」タブ　-　「プロパティ」ボタン　-　「詳細」ボタン　で「プライマリDNSサフィックス」にフルDNSドメイン名を設定する。「OK」後、「ワークグループ」欄にDNSサブドメイン名のみを設定する。（例：red.urt.netの場合"RED"）
②　各マシンのTCP/IPの構成にpc058srvをDNSサーバーの優先順位一位としたエントリを加え、サーバーに登録する。

ipconfig /registerdns　を実行

nslookupで確認
③　各ワークグループ内でDNSサーバーを一台ワークグループ内のプライマリとして構成する。

動的更新をサポートする構成に設定する　→　「前方参照ゾーン」「逆引き参照ゾーン」のプロパティ
④　残りのサーバーを各ワークグループ内のDNSサーバーのセカンダリとして構成する。

動的更新をサポートする構成に設定する　→　「前方参照ゾーン」「逆引き参照ゾーン」のプロパティ
⑤　各ワークグループ内でWINSサーバーを一台PC058srvの複製パートナーとして構成する。
⑥　残りのサーバーを各ワークグループ内のWINSサーバーの複製パートナーとして構成する。
⑦　各マシンのTCP/IPの構成に自分自身をDNSサーバー・WINSサーバーの優先順位一位としたエントリを加え、サーバーに登録する。

ipconfig /registerdns　を実行

nslookupで確認
⑧　同一ネットワーク内だけでなくインターネットも含めて名前解決が出来ていることを確認する。

DNS管理コンソールで各ゾーンファイルの内容も確認する
⑨　各ワークグループ内のコンピュータすべてに共通するユーザーアカウントUser0xx(xxはグループ内のPC0xxのxx)とAdmin0xxを作成しておく。以降、特に指定しない場合または使用できない場合以外はAdministratorではなくAdmin0xxを使用する。

User0xxはUserグループのメンバー・Admin0xxはAdministratorグループのメンバーとする。
実習１：Domainフォレストの構成
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①　各ワークグループ内で一台のスタンドアロンサーバーをDomainControllerとして構成する。
まずは　http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP300921　を読むこと。

dcpromo.exeの実行

新しいドメインのドメインコントローラー

新しいドメインツリー

ドメインツリーの新しいフォレスト

新しいドメインの完全なDNS名

ドメインのNetBIOS名

%systemroot%\NTDS


SYSVOL



SYSVOLの要件


SYSVOLの機能
DNSは既に用意してあるのでインストールしないオプションを選択

Windows 2000以前のサーバーと互換性のあるアクセス許可

Administratorのパスワード

概要確認

再起動

Administrator@domain名でログオン（@を使用せずドメイン名欄にドメイン名を入力してもよい）
②　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。
③　DC上の「Active Directryユーザーとコンピューター」コンソール(dsa.msc)でユーザーとグループの確認をする。

Builtinグループを確認する。

各グループアカウントのメンバーを確認する。


Enterprise Admins



Domain Admins



Domain Users



Administrators



Users

各コンピューターで

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由
DC上で二つのユーザーアカウントAdministratorのコピーのAdmin0xxと新規にUser0xxを作成する。

その後、各コンピューターで

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
④　各ワークグループ内で残りのスタンドアロンサーバーをドメインのメンバーサーバーとして構成する。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP300921　を参照

[マイ コンピュータ] の[プロパティ]　-　[ネットワーク ID] タブの [プロパティ]


[識別の変更] ダイアログ ボックス　-　[次のメンバ] の下にある [ドメイン]　-　ドメイン名の入力

管理者アカウントの ID とパスワードを入力

再起動

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由
⑤　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。
⑥　各コンピューターで「ユーザーとコンピュータ」の内容を確認する。

DC

Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)



グループ

メンバサーバー
ローカルユーザーとコンピューター(lusrmgr.msc)



グループ



Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)



グループ
⑦　他のドメインと明示的な信頼関係を結ぶ。

信頼関係を結ぶ前は他ドメインのリソース(共有資源)にアクセス不可能なことを確認する。
「Active Directryドメインと信頼関係」コンソール(domain.msc)を利用する。


ドメイン名の「プロパティ」　-　「信頼」タブ

Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)を利用して、

Usersグループに他ドメインのDomain Users

Administratorsグループに他ドメインのDomain Admins


が追加されていることを確認する。

メンバーサーバーを使用して

User0xxで他ドメインのリソースにアクセス


可能/不可能

Admin0xxで他ドメインのリソースにアクセス


可能/不可能

他ドメインのアカウントUser0yy@他domain名でのログオン
可能/不可能

他ドメインのアカウントAdmin0yy@他domain名でのログオン
可能/不可能

理由
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⑧　ドメインのメンバーサーバーを既存のドメインへ２台目以降のDomainControllerとして追加・構成する。

dcpromo.exeの実行

既存のドメインにドメインコントローラーを追加

Administratorのパスワード

既存のドメインの完全なDNS名

%systemroot%\NTDS


SYSVOL


概要確認

再起動

User0xx@domain名でログオン



可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン



可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン

可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン

可能/不可能

他ドメインのアカウントUser0yy@他domain名でのログオン
可能/不可能

他ドメインのアカウントAdmin0yy@他domain名でのログオン
可能/不可能

理由
⑨　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。
⑩　OUとユーザーを作成する。

番号の小さいコンピューターでOU「Sales」とそのメンバーのSalesUserを作成する。

番号の大きいコンピューターでOU「Marketing」とそのメンバーのMarketingUserを作成する。
直後にActive Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)で「ユーザーとコンピュータ」を確認する。
しばらくしてからActive Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)で「ユーザーとコンピュータ」を確認する。
実習２：標準プライマリDNSゾーンのActive Directry統合ゾーンへの変換
①　新規ドメイン コントローラの DNS サービスの場所に関するレコードが作成されたことを確認する。

DNS 管理コンソール(dnsmgmt.msc)を起動する。

<サーバー名>、[前方参照ゾーン]、<ドメイン名> の順にクリックして、ドメインを展開する。

_msdcs、_sites、_tcp、および _udp フォルダが存在することを確認する。
②　DNS管理コンソール(dnsmgmt.msc)でドメイン内のプライマリDNSサーバーの「前方参照ゾーン」「逆引き参照ゾーン」のプロパティそれぞれで　-　「全般」タブ　-　「変更」ボタンで「Active Directry統合」をクリックする。
観察はドメイン内すべてのコンピュータで出来ますが、操作実行はドメイン内で一台のみに限られます。

理由
実習３：混在モードからネイティブモードへの変換
①　「Active Directryユーザーとコンピューター」コンソール(dsa.msc)で、混在モードからネイティブモードへ変換する。

ドメイン名の「プロパティ」　-　「モードの変更」
観察はドメイン内すべてのコンピュータで出来ますが、操作実行はドメイン内で一台のみに限られます。

理由
実習４：フォレストの削除
ワークグループ名を設定する必要がある場合には、DNSドメイン名を使用すること。
（環境設定①を参照）
①　ドメイン内の２台目のDomainControllerをメンバーサーバーに降格する。

dcpromo.exeの実行

このサーバーはドメインの最後のドメインコントローラー
OFF


Administratorのパスワード

概要確認

再起動

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由
②　各コンピューターで「ユーザーとコンピュータ」の内容を確認する。

DC

Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)



グループ

メンバサーバー
ローカルユーザーとコンピューター(lusrmgr.msc)



グループ



Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)



グループ
③　残りのDomainControllerをスタンドアロンサーバーに降格する。

dcpromo.exeの実行

グローバルカタログサーバー情報

このサーバーはドメインの最後のドメインコントローラー
ON


Administratorのパスワード

概要確認

再起動

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由
④　各コンピューターで「ユーザーとコンピュータ」の内容を確認する。

DC

Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)
可能/不可能


グループ

メンバサーバー
ローカルユーザーとコンピューター(lusrmgr.msc)
可能/不可能


グループ



Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)
可能/不可能


グループ
⑤　各ドメイン内で残りのメンバーサーバーをワークグループのスタンドアロンサーバーとして構成する。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP300921　を参照

[マイ コンピュータ] の[プロパティ]　-　[ネットワーク ID] タブの [プロパティ]

[識別の変更] ダイアログ ボックス　-　[次のメンバ] の下にある [ワークグループ]　–　ワークグループ名の入力

管理者アカウントの ID とパスワードを入力

再起動

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

理由
⑥　各コンピューターで「ユーザーとコンピュータ」の内容を確認する。

DC

Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)
可能/不可能


グループ

メンバサーバー
ローカルユーザーとコンピューター(lusrmgr.msc)
可能/不可能


グループ



Active Directryユーザーとコンピューター(dsa.msc)
可能/不可能


グループ
実習５：Domainツリーの構成


[image: image3.wmf]
①　ワークグループ内各マシンのTCP/IPの構成にpc058srvをDNSサーバーの優先順位一位としたエントリを加え、サーバーに登録する。

ipconfig /ａｌｌを実行　→　設定値を確認

ipconfig /registerdns　を実行
可能/不可能

nslookupで確認



可能/不可能

理由
②　各ワークグループ内の全てのスタンドアロンサーバーをurt.netドメインのメンバーサーバーとして構成する。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP300921　を参照

[マイ コンピュータ] の[プロパティ]　-　[ネットワーク ID] タブの [プロパティ]


[識別の変更] ダイアログ ボックス　-　[次のメンバ] の下にある [ドメイン]　-　urt.netの入力

管理者アカウントの ID とパスワードを入力

再起動

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Administrator@urt.netでログオン


可能/不可能

理由
③　各ワークグループ内で一台のメンバーサーバーをDomainControllerとして構成する。

dcpromo.exeの実行

新しいドメインのドメインコントローラー

既存のツリーに新しい子ドメインを作成

親ドメイン（既存ツリー）のAdminitratorのパスワード

親ドメインの完全なDNS名

子ドメイン名

子ドメインのNetBIOS名

%systemroot%\NTDS


SYSVOL



SYSVOLの要件


SYSVOLの機能

Windows 2000以前のサーバーと互換性のあるアクセス許可

Administratorのパスワード

概要確認

再起動

DomainControllerで

Administrator@urt.netでログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Administrator@domain名でログオン

可能/不可能

理由
④　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。
⑤　残りのメンバーサーバーを子ドメインのメンバーサーバーとして構成する。

http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;ja;JP300921　を参照

[マイ コンピュータ] の[プロパティ]　-　[ネットワーク ID] タブの [プロパティ]


[識別の変更] ダイアログ ボックス　-　[次のメンバ] の下にある [ドメイン]　-　子ドメイン名の入力

管理者アカウントの ID とパスワードを入力

再起動

Administrator@urt.netでログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Administrator@domain名でログオン

可能/不可能

理由
⑥　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。
⑦　DC上の「Active Directryユーザーとコンピューター」コンソール(dsa.msc)でユーザーとグループの確認をする。

Builtinグループを確認する。

各グループアカウントのメンバーを確認する。


Enterprise Admins



Domain Admins



Domain Users



Administrators



Users

⑧　DC上で二つのユーザーアカウントAdministratorのコピーのAdmin0xxと新規にUser0xxを作成する。

その後、各コンピューターで

Administrator@urt.netでログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Administrator@domain名でログオン

可能/不可能

理由
⑨　ドメインのメンバーサーバーを既存のドメインへ２台目以降のDomainControllerとして追加・構成する。

dcpromo.exeの実行

既存のドメインにドメインコントローラーを追加

Administratorのパスワード

既存のドメインの完全なDNS名

%systemroot%\NTDS


SYSVOL


概要確認

再起動

Administrator@urt.netでログオン


可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しUser0xxでログオン
可能/不可能

ドメイン名欄にPC0xxを入力しAdmin0xxでログオン
可能/不可能

User0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Admin0xx@domain名でログオン


可能/不可能

Administrator@domain名でログオン

可能/不可能

理由
⑩　マイネットワーク　-　ネットワーク全体　-　Microsoft Windows Network　を展開し、ワークグールプ名とドメイン名のアイコンを展開しブラウズされたコンピュータを確認する。

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































